
年生高大連携授業 9月 27日 火  

 

題目 日本経済 現状 Japanese Economy :Overview  

兵庫県立大学国際商経学部 

教授 大  康之 先生 

 

1 授業 容 

1) 概要 

今回 授業 日本経済 変化 現状 大量 用い 英単語 使い 他国 比

較 教え い い 英語 経済 両方学べ 今 い う 斬新 講義  

 2) 具体的 容 

  ・経済 読 解 方法  

   経済(Economy) 成長 Output growth 物価 Inflation rate 雇用(Unemployment)

組 合わ 読  

・過去約 年 一人当 GDP(国 総生産) 歴史的推移 Historical Trend in per 

capita GDP in major regions and countries  

最初約 ７ 年 間 経済 成長 ほ 見 イ ス 産業革命

全世界 急激 成長  

  ・一人当 GDP 近年 ン ン Recent trend in ranking of per capita GDP  

      年代後半あ 日本 経済 影響 世界 2 食い込 もあ

近年 世界 あ 彷徨 い  

  ・経済成長率 Growth in the century in Japan  

      第 次世界大戦前 大戦中 日本 経済所得 イナス以 も うあ

当時 社会 ほ 安定 知 戦後 年頃

安定 い  

  ・日中貿 日米貿 推移 Trade in goods and services : between China and US  

年 日米貿 割合 方 多 そ 日中貿 割合 方 明

大 い  

  ・日本 失業 欧州高失業 Various unemployment dynamics : persistent high in Europe, 

fluctuating in the US, and low level in Japan  

      各国 失業率 日本 一貫 他国 も い傾向 あ 逆 アメ カ 失業率

変動 大 そ 当時 経済 政治状況 大 影響 い わ 特 コ

ナウイ ス 蔓延 年 アメ カ 失業率 著 増加 い 何

ビ 問題視 日本 他国 比べ 失業率 も い  

3)イン デ (Inflation and Deflation) 

      イン 物 値段 続 デ 物 値段 続 言

い 日本 今 一貫 デ 状態 あ 現在日本 イン 状態 安 1 価

値 輸入 利 輸入大国 日本 致命的 も悩

い アメ カもイン 状態 あ アメ カ 金利 急激 労働者賃金

増 い も関わ 日本 金利も給 も い い為非常 苦 い状況  

 

2 感想 

経済 私達 生活 豊 原動力 特 20 21世紀 技術進歩 時代 も言わ 各国経

済 日々目 変化 い 経済 そ 時 出来 大 結び い い 経

済 大 変化 あ い も何 重大 起 時 そ

一発 読 便利 思い 近年 数値 シア ウ イナ

戦争 コ ナウイ ス ンデ ッ 全世界 明 影響 い

未来 経済 数値 い 私達 使命 感  

記録者 2年 1組 番 濱田  



 



生高大連携授業 月 27日(火) 

 

題目 タサイエンス 公的統計  

兵庫県立大学大学院情報科学研究科 社会情報科学部兼務  

隅 弘樹 先生 

 

.授業 容 

概要 

近 統計 タサイエンス 流行 注目 浴び い  

こ 数値 正 く解釈 必要 統計 関 基礎知識 教え い い  

具体的 容 

タサイエンス 社会 あふ い 多種多様 タ ビ タ 科学的 析

価値あ 情報 引 出 学問 野 こ タサイエンス 得 情報 政策 生

社会 還元 い  

 統計調査 豊臣 吉 行 い 検地 含 大昔 行わ 租税 徴

収 資料作成や戦争 国力 測 あ 現在 調査 設計 単 事項

変更さ 国力 ＝経済力 測 ＧＤＰ 様々 経済活動 測定

う  

 統計 中 公的統計 いう 国 自治体 行う大規模 統計調査 指 言葉 行政

政策 影響 及ぼ 正確 調査 必要 あ こ べ 調査対象 調査 全数調査

や 調査 人 無作 抽出 調査 標本調査 実施さ い  

全数調査 例 国勢調査 あ こ 国 現状 知 大 こ 1 回 調査

700億 大金 大正 ５ 毎 行わ い 一方 標本調査 回答

う人数 少 い 踏 入 質問 こ 出来 コス 抑制や詳 い情報 得

こ  

 統計結果 見 こ 統計集団 構造や時系列 地域系列 比較 出来 統計結果 評価

注意 必要 あ 均値 1 タ け く フ 形 多角的 見 必要 あ

 

 標本調査 調査 人 無作 抽出 時 注意 必要 例え 全国 状況 比較

標本調査 人 多い場所 人 多く う 地域 特性 調査区 42

プ け 無作 抽出さ い  

 調査 方法 郵送やインタ ネ 調査 調査員調査 電話 あ 回答数や回答者

い メ メ あ 状況 応 調査方法 選 い

近 回答率 下 問題 い  

 

.感想 

 統計 様々 野 利用出来 便利 関わ 回答率 下 問題 い  

知 改 統計調査 意義 大 協力 い い 思  

 達 社会や身近 こ タ 活用さ 析や解析 こ さ 色 野 利用 

さ こ こ 社会 不可欠 あ 人材不足やさ 問題  

あ タ 様々 角度 見 精査 こ 自 苦手 こ 克服 

い い  

記録者 ５組 12番 黒原 佑斗 

５組 23番 岡 桃  

 



 



2年生高大連携授業 9月 27日 火  

 

題目 消化さ い成分 機能性  

兵庫県立大学環境人間学部 食環境栄養課程 

助教授 島田 良子先生 

1授業内容 

1)概要 

   今回 連携授業 難消化性成分 代表 あ 食物繊維 生理作用 中心 そ 研究 歴史 

や摂取量 現状 幅広く解説し い い 見やすいス イ や分 やすい言葉 用い  

食 い 私 興味 機会  

2)具体的内容 

 ○難消化性成分 い  

  ・現在 食品 生体調整機能 い 研究 進 い  

  ・ヒポク テス 時代 消化さ い成分 体 必要 考え い  

   →研究 進み 食物繊維 摂取量 糖尿病や大腸 病気 関連性 明  

・食物繊維 ヒ 消化酵素 消化さ い食品成分 総体 定義さ 水 溶解性や化学  

    構造 違い 分類さ  

  ○食物繊維 効果 

   ・消化管：咀嚼回数 増やし 唾液分泌量 増やし 小腸 栄養素 消化吸収 緩や  

        す 効果 あ           

   ・血糖値：糖質 消化吸収速度 低下し 食後 血糖値 上昇やインス ン 分泌 緩和す 効 

        果 あ  

   ・血清コ ステ ー ：水溶性食物繊維 胆汁酸 コ ステ ー 排泄 促進やコ ステ    

              ー 合成阻害 血清コ ステ ー 値 低下させ 効
果 あ  

   ・排便・便性：便量増加や便 やわ くす こ 腸内細菌 エサ こ 便性・便通  

          改善す 効果 あ  

   ・腸疾患：上記 効果 大腸内 圧力 低下させ 大腸憩室疾患 予防す 効果 あ  

   ・有害物質：大腸内 有害物質 濃度 低くし 腸内 滞在時間 短くす こ 有害物 

         質 毒性 軽減す 効果 あ  

   ・腸内発酵：腸内発酵 生成さ 短鎖脂肪酸 大腸 pH 低下や蠕動運動 促進 

         効果 あ  

   ・免疫：バ ア機能 改善や抗体生産調節機能 活性化 効果 あ  

  ○日本人 食物繊維摂取状況 

   ・食物繊維 1日あ 摂取目標量 男性 20g以上 女性 18g以上 さ い  

    →60歳以上 人 摂取目標量 摂取 い 20～30代 人 男女 食物繊維摂取 

     量 不足し い 傾向 あ  

   ・食物繊維 供給源 し 穀類や野菜類 大部分 占 い 類や豆類 果実類 食品 

    あ  

 

2感想 

  今回 高大連携授業 食物繊維 う 人体 良い影響 与え い 知 こ  

 私 食生活 見直す け 毎日食べ 主食 食物繊維 摂 う 工夫す 

 べ いう事 印象 残 こ 五大栄養素 け く食物繊維 いう観点 食 

 品 選 い い  

2年 3組 17番 西村 春佳 

2年 5組 28番 三木 琴葉 



 



2年生高大連携授業 9月 27日(火) 

 

題目 コ ュニケー ョンを ン  

兵庫県立大学環境人間学部 環境人間科学科 

教授 井関 祟博先生 

1授業内容 

1  概要 

今回 高大連携授業 大学広報を例 コ ュニケー ョン ン い 授業をし い
い コ ュニケー ョン ン 何 いう根幹的 こ 大学紹介動画作成
実務的 こ 環境人間学部 学び こ を交え 教え い い  

2  具体的 内容 

a. 学部紹介 

環境人間学部 “全 人 豊 暮 し 環境を” いう理念を達成 “人間学”
多様 学問を学べ 学部 あ  

・2年次 専門 系 人間形成系 国際文科系 社会 ン系 環境 ン系 を選べ
1年次 自分 関心を見極 こ (食環境栄養課程を除く ) 

・ 1 あ 学生 4～6人 少人数教育を展開し い  

b. コ ュニケー ョン ン ？ 

何 目的を実現 あ ー 関 情報コン ン を作 様々 メ
を利用し 届け こ 人々 意識や行動を変え う 活動 こ  

・商品広告 け く 観光や組織広報 政府広告 様々 場 行わ い  

・メ Paid Media Earned Media Owned Media Shared Media 4

メ あ 25年前 Paid Media あ  

c. 大学広報 事例  

・大学紹介動画制作 プ し 構想 大学 カラーを明確 し 文章
１社 プ ン 業者コンペを行う そ コンペ後 選定後協議 細 い こ を

詰 動画出演 協力依頼 日程調整をし 撮影 編集 修正 音響効果 を
確 い 工程を踏  

・一昨年 大学共通 期 ターを制作し 時 受験生全員を応援 宣伝要素
を排除し 発表済 ラ を使うこ 許可を取 ラ を描い 人
連絡をし こ コン プ 賛同し快諾を得 こ  

・大学広報 事例 い 大学 意思を打 出し 受け手 感性を考え 社会 動向を見極
こ 大切 あ  

d. ー ャ メ 時代 手法 

・ 現在 若年層 ビ離 メ 利用 減少し い ー ャ メ
をう く活用 こ 大切  

・ 2017年 国際女性 ー前日 ウォー 街 ン Changing Bull 前 女性 パ
ワーを知 う をコン プ し Fearless Girl 像を設置し こ Twitterや
Instagram ー ャ メ 話題 そ こ を ビ 伝え さ ー
ャ メ 広 こ こ ー ャ メ 時代 広告手段 代表 あ  

2. 感想 

実際 大学 プペー や ター 原案を比較し 紹介動画 作 方を教え
し 普段目 裏側を見 こ う 気 し いい機会

思う 特 ー ャ メ 使い方 例 現在 世界 流 をう く利用し
話題 し 動向を見極 必要性を知 こ  

記録者：2年 5組 21番 長谷川宗彦  

2年 5組 25番 古川実葉子 



 



                 2年生高大連携授業  ９月 ７日 火  

 

題目 認知症 診断・治療・看護  

兵庫県立大学看護学部 老人看護学 

教授 高見 美保 先生 

． 授業内容  

 概要 

    今回 連携授業 主 認知症 様々 角度 見 ケ し 看護 授業し い い 

   認知症 早期診断方法や治療方法 開発さ 認知症 根本的対応 ケ あ
こ 重点 置い 話  

 具体的 内容 

   ・認知症 定義 

    様々 原因 認知機能 低下し 日常生活 支障 出 く 状態 こ  

・世界 認知症患者増加率 

    カや ビ 地域 200~300% 日本 20~40% 

        →日本 先進国 生活スタ 治療 ケ そ い  

   ・認知症 画家 ウ ・ウテ ー ン 1933~2007  

       空間 奥行 自画像 表情 認知症 症状 読 取  

   ・認知症 診断方法 

    神経心理学的検査 

    →MMSE 国際的 利用さ 日本 長谷川式簡易知能評価スケー 利用さ
い  

    脳画像検査 

    →脳 形 CT スキ ンや MRI ウ糖 吸収 PET 画像 血流 SPECT

画像 あ  

    病前診断 発症前診断  

    →そ 時点 発症し い い方 将来発症す う 細胞 ベ 調べ  

   ・認知症 引 起こす病気 

    神経変性疾患→ ツハ ー型認知症や ビー小体型認知症  

    脳血管性認知症→脳梗塞や脳出血 原因  

   ・抗認知症薬 い  

    セ ニー あ 認知症 効果 あ け 完治す わけ い  

    →認知症 治療 第一選択 ケ あ  

   ・回想法 い  

    認知症 人 自分 過去 話すこ  

    →自分 過去 話し 楽し 記憶 思い出すこ 日常生活 ス ス 軽減させ 認知
機能 安定 す効果 あ  

． 感想 

認知症 世界中 多く 患者さ い す 私 高校生 先 こ し い す
祖父母や地域 方 身近 人 認知症 可能性 あ す そ 時自分 高校生 何

い 言 見 見 ふ す く今回 講義 コ ュニケーション け
認知症 方 生活 豊 す 小さ 手助け 知 実践し う 思い し  

記録者：2年 5組 4番 安藤 恵  

2年 5組 5番 岩戸 暖華 



 


